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町の動き(12月1日現在)男4，947人(:t0 )女5，529人(-3)計10，476人(-3)世帯数3，272(-5 ) 
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うち
師走の街は慌定だしさを迎え、平成3年も残すとこ

ろあとわずか。皆さんにとってこのT年はどんな年で

したか。私だちの町にもいろいろなことがありまし

定。このT年を振り返ってみました。

.3農協が設置した、大規模穀類等乾燥調整貯蔵施

設東温地区カントリーエレベーター落成式(5・8)

・三軒屋今井フシさん満100歳を迎える (5・20)

・古式ゆたかに早乙女姿で行われた献穀田お田植え祭

( 5・21)・200鉢が出展された第15固さっき展(5・

31~ 6・2) 

・北方で行われた松くい虫防除薬剤空中散布(6 ・ 5~

6 ・ 25~26) ・郡内 3 町で行われた雲仙岳チャリ

ティーカラオケ大会(6・30)

研究大会(8・11) ・夜空をこがした

打上げ花火。夏まつり(8 ・ 23~24)

・吉久の子供達で受け継がれている伝

統行事、百八灯(8・24) ・実戦さなが

らの第18回県消防操法地区大会(8・25)I 7 ----9月
・町内15地区から約3.000人が参加して

行われた第28田町民大運動会(9・8)・600人のお

年寄りが楽しい 1日を過ごした第22回老人福祉大会

( 9・16)

第
m
A
回
町
民
大
運
動
会

(
9
・8
)一

南方竹之鼻遺構現地説明会(2・9)

.171人が91年にダッシュグ元旦健康マラソ

ン(1・1) ・和気あいあいのうちに行われ

た3世代交流フェスティパル(1・ 6) 

・121人が大人の仲間入札成人式(1・ 15)

1----3月1.元町議会議長大西梅吉氏、元町長藤井正
氏、第3号4号の名誉町民顕彰式(1・ 15)

・千秋実さんを迎えて健康フェスティパル(2・3) ・ 「志

気」テーマに第27回少年式(2・4)・中世村落(9~14世

紀)の一部とみられる南方竹之鼻遺構現地説明会(2・9) 

・実戦さながらに実施された広域消防訓練(2・10) ・保育

園創立20周年記念式典(2・10)

・防火の決意も新たに消防出初式(3・3)・14公民館140

人が力走した公民館対抗300歳駅伝大会(3・10)

・伊賀県知事が最後の発破ボタンを押し、四国縦貫自動車添

谷トンネル貫通式(3・15)

・体育協会主催によりチャリティーソフトボール、バザーが

行われた福祉祭(3・24)

添
谷
ト
ン
ネ
ル
貫
通
式

(
3
・
日

四
国
縦
貫
自
動
車

2-



同和教育指定研究発表会(10・25)

.9団体が披露した第11回獅子舞競演会(10

・14) ・平成2・3年度同和教育推進地域並

びに同和教育研究指定校研究発表会(10・25)

・秋晴れのもと、盛大に行われた第3回白猪

之滝まつり (11・3) 110"-'12月
・秋を満喫した第四回文化祭 (11・8~10) 

・男子厨房に入るべし、男の料理教室 (11・16)・なごやか

に行われた三世代クロッケ一大会 (12・1)

・200人が参加した第7回ウオークラリー大会 (12・8) 

-3一

'91かわ
舎年を
振り返って
-愛媛県議会議員選挙執行。温泉郡は

無投票で柳沢正三氏3期日(4・n
・ピカピカの一年生135名、町内3小学

校入学式(4・8)

・20年ぶ、りの夕、ブ、ル選挙。町長町議会

議員選挙執行。町長選挙は、森房義氏初

当選。町議会議員は、現職14人、新人4人が当選(4・

21) 

・85名が出席して還暦式(5・8)

-町内一斉美化清掃(7・14)・14公民館が競った

公民館対抗バレーボール大会(7・21)・金田一春彦

氏が 「日本語のこころjと題して講演された夏季大学

(7・27)

・170名がさわやかな汗を流した健康ラジオ体操フェ

スティノりレ(8・28)

・豆剣士による第6田町内少年剣道大会(8・4)

・1人1人が自分のこととして取り組む温かい同和教

育の推進と創造をテーマに、行われた第14回同和教育

町成
内入

車病
写控
卦ヰ員会

話査
才も
Tこ

6 
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勲
六
等
端
宝
章
受
章

甘
井
清
務
さ
ん
(
井
内
中
)

主

平
成
三
一
年
十
月
二
十
五
日
、
満
年

噂
齢
八
十
八
歳
に
な
ら
れ
た
井
内
中
の

争
甘
井
清
務
さ
ん
が
、
自
治

、
町
」

…
功
労
者
と
し
て
十
一
月
一

〉
h

ぷ

中
日
付
で
、
勲
六
等
端
宝
章

爾

餅
・

悶
受
章
の
栄
誉
に
浴
さ
れ
ま

一

噂
し
た
。

-

噌
甘
井
さ
ん
は
、
昭
和
三

一

暢
十
年
地
域
の
方
々
に
推
さ

一

争
れ
て
川
内
村
議
会
議
員
に

一

叶

討
初
当
選
以
来
、
一
二
期
十
二

戸

「

同
年
に
わ
た
り
、
川
内
村
議

，
F
l

噌
会
議
員
、
川
内
町
議
会
議
員
と
し
て

骨
在
職
し
、
高
遁
な
政
治
信
念
を
も
っ

争
て
地
方
自
治
の
伸
展
に
尽
力
し
、
そ

酔
の
問
、
産
業
経
済
常
任
委
員
会
副
委

阿
員
長
、
総
務
常
任
委
員
会
委
員
長
等

間
を
歴
任
さ
れ
、
川
内
町
の
住
民
福
祉

喝
の
向
上
、
産
業
の
振
興
等
に
多
大
の

s

t
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治
神
宮
で
行
わ
れ
た
農
林
水
産
省
と

日
本
農
林
漁
業
振
興
会
主
催
の
第
三

十
回
農
林
水
産
祭
に
お
い
て
、
板
戸

の
伊
藤
隆
志
さ
ん
が
畜
産
部
門
で
農

林
漁
業
振
興
会
長
賞
に
輝
き
ま
し

た。
伊
藤
さ
ん
は
、
肉
用
乳
牛
、
ホ
ル

ス
タ
イ
ン
種
の
育
成
、
肥
育
を
中
心

と
し
た
「
牛
肉
輸
入
自
由
化
を
経
営

充
実
の
チ
ャ
ン
ス
に
」
と
題
し
て
、

先
般
七
月
に
行
わ
れ
た
第
四
十
回
全

国
農
業
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会
で
実

績
研
究
発
表
を
行
い
、
そ
の
内
容
が

認
め
ら
れ
名
誉
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た。

貢
献
が
あ
っ
た
と
し
て
受
章
さ
れ
た

も
の
で
す
。

勲
記
と
勲
章
は
、
十

一
月
二
十
二

日
役
場
町
長
室
で
、
森
町
長
ほ
か
町

理
事
者
と
議
長
が
立
会
し
、
楠
本
松

山
地
方
局
長
か
ら
ご
本
人
に
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。

肉
用
乳
牛
育
成

・

肥
育
功
労
で

伊
藤
隆
志
さ
ん
(
板
戸
)

日
本
農
林
漁
業
振
興
会

会
長
賞
受
賞

平
成
三
年
十
一
月
二
十
三
日
、
明

こ
の
大
会
は
、
そ
の
名
誉
賞
受
賞

者
の
み
で
競
わ
れ
、
伊
藤
さ
ん
の
飼

育
方
法
が
非
常
に
上
手
で
、
地
域
を

超
え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
た

協
調
性
の
あ
る
経
営
が
ユ
ニ
ー
ク
で

あ
る
と
高
く
評
価
さ
れ
、
日
本
農
林

漁
業
振
興
会
長
賞
を
受
賞
さ
れ
た
も

の
で
す
。
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~礎
o 

ね

電た，，<弘

酪
農
振
興
功
労
で

大
野
義
明
さ
ん
(
富
谷
下
)

大
日
本
農
会

緑
白
綬
有
功
章
受
章
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平
成
三
年
十
一
月
二
十
一
日
、
東

京
三
階
堂
ビ
ル
石
垣
記
念
ホ

l
ル
で

行
わ
れ
た
、
第
七
十
五
四
社
団
法
人

大
日
本
農
会
受
賞
式
に
お
い
て
、
惣
平
成
三
年
十
一
月
二
十
日
、
東
京
一

田
谷
下
の
大
野
義
明
さ
ん
が
県
下
で
九
段
会
館
で
行
わ
れ
た
第
二
十
二
回
喝

た
だ
一
人
(
全
国
で
四
十
六
人
)
畜
全
国
森
林
組
合
大
会
に
お
い
て
、
井
や

産
部
門
で
、
緑
白
綬
有
功
章
を
受
章
内
上
の
城
戸
公
孝
さ
ん
が
全
国
森
林
や

さ

れ

ま

し

た

。

組

合

連

合

会

長

表

彰

を

受

章

さ

れ

ま

的

大

野

さ

ん

は

、

三

十

一

年

か

ら

酪

し

た

。

民

農
経
営
を
始
め
ら
れ
現
在
で
は
七
十
城
戸
さ
ん
は
、
森
林
作
業
班
員
と
時

頭
の
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
を
飼
育
し
、
牛
し
て
十
二
年
余
り
、
組
合
が
行
う
造
噌

群
改
良
及
び
、
サ
イ
レ

l
ジ
(
貯
蔵
林
、
保
育
、
林
産
事
業
の
直
接
の
担
争

飼
料
)
利
用
に
よ
る
高
能
率
酪
農
経
い
手
と
し
て
、
後
継
者
の
減
少
や
、
和

営
の
確
立
、
又
地
域
リ
ー
ダ
ー
と
し
老
齢
化
の
進
む
な
か
で
重
要
な
役
割

持

て
の
酪
農
の
振
興
に
多
大
の
貢
献
が
を
多
年
に
わ
た
り
勤
め
ら
れ
た
功
労
釘

あ
っ
た
と
し
て
、
大
日
本
農
会
総
裁
が
認
め
ら
れ
、
今
回
表
彰
さ
れ
た
も
量

桂
宮
宜
仁
親
王
、
同
会
長
遠
藤
の
で
す
。
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也
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十
一
月
臨
時
町
議
会
は
、
去
る
十

一
月
十
九
日
開
会
し
、
議
案
二
件
が

提
案
さ
れ
、
全
議
案
が
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
閉
会
し
ま
し
た
。

O

土
地
改
良
総
合
整
備
事
業
則
之
内

地
区
圏
場
整
備
工
事
(
第
三
工

区
)
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

事
業
量区
画
整
理
ニ
・
三
ヘ
ク
タ
ー
ル

三
一
、
三
一
二
千
円

第 8回

11湾
臨時間議会

着
々
と
工
事
が
進
む
則
之
内
地
区
圃
場
整
備
工
事
一

O
公
営
住
宅
建
設
事
業

茶
堂
団
地
建
設
工
事

の
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て

事
業
量鉄
筋
コ
ン
ク
リ
l

卜
三
階
建

一
棟
(
十
二
戸
)

他
屋
外
付
帯
工
事

一
式

一
五
六
、
四
五
七
千
円

一

I
l
l
-
h
F
l
.

，z
l

り
の
社
寺
参
拝
者
が
当
家
へ
立
寄
っ
一

目

|

肉

¢

民

罰

そ

の

⑩

口

た

時

に

は

、

施

し

米

を

与

え

る

こ

と

ふ

出

I

l

-

-

1

1

幸

四

世
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
日
の
訪
問
者
一

一

か

さ

も

り

討

が

一

人

で

も

十

人

で

も

全

部

施

し

…

ー

東

谷

里

一

…

伊

予

の

善

根

酒

屋

品

た

。

そ

れ

を

毎

日

摘

け

た

そ

う

で

あ

…
る
。
同
家
は
「
柳
曽
」
と
い
う
地
酒
一

…
ー
ー
ー
I

l

l

i

-

-

ー

ー

ー

を

造

っ

て

販

売

し

て

い

た

の

で

、

酒

一

と
か
さ
も
り
さ
ん
一
校
の
下
の
橋
の
近
所
に
残
っ
て
い
を
飲
む
旅
人
に
は
定
量
を
一
杯
施
し
…

叫
期

幽

圏

閤

脳

園
間
関

制

調

る

。

た

と

い

う

o

M

一
品
人
蝿
盟
関
幽
圃
圃
圃
園
蝿
関
崎
市
謡

近
藤
家
に
は
田
畑
山
林
が
多
く
叩

掛
静
噛
翻
輔
鱗
盤

伊
予
の
日
い
日
目
い
山
口
リ
i
u
…

一
路

韓

国

国

関

麟

一

善
一
般
酉
屋
ら
れ
る
位
の
地
王
守
あ
っ
た
と
は
よ

み
、
-闘
掴
園
調
L
I

、、J

老

の

話

で

あ

っ

た

町

一
J
U
脚
院
副
軍
司
・
司
1
緑
樹
贈
蹴
協
議

「
近
藤
林
内
翁
」
の
全
盛
期
に
は
、
当
主
は
俳
句
を
愛
好
さ
れ
、
近
郷
一

J
J
Kお
ヤ

?

選

最
長
と
い
っ
て
規
定
の
箱
の
俳
人
も
多
数
こ
こ
を
訪
れ
た
。
俳
一

一
議
騎
d
み

Jt誌
か
い
蹴
議
惣

ご

ょ

う

一

出

品
闘
眠
守
山
両
氏
一

s:'↑
雄
副
，
叫

に
米
を
一
杯
入
れ
て
置
き
、
諸
国
よ
号
は
「
五
揚
」
と
い
っ
た
。
一

露
関
齢
醗
齢
想
趨
複
縄
wmJベ磯
醸
闘
機
輔
鵬
圃
論
調
週

一

…かさもり

撃
融
関
醸
欝
…

一

町
駅
杭
機
短
命
蹴
繊
細
祖
国
園
闘
倒
閣
圏
盟
議
翻
幽
闘

の
一

M

u
d-aF
ー品
川
W4RV
拍
車
-
J
J・4
Uad
描
揖眼
前夜
躍
明
翠
臨
圃

--EE--哩
圃
岡
田
園
田
喧
aa--田
〓
出
圃

E甲
車

E
-
Z聞

占

…

戸

J
Y山
の
裾
に
「
か
さ
も
り
」
と

説

髄

灘

綜

機

騒

麟

箇

圏

曙

遡

話

髄

闇

忠
一

…
い
命
ー
が
あ
る
。
昔
、
子
供
の
頭
の

際

鱗

織

機

ん

杷

山

制

勝

繍

糊

鍛

魁

開

総

甑

盟

朝
一

一
で
き
も
の
や
、
大
人
の
で
き
も
の
を

襲

撃

線

機
織
機
謡

館

と

嗣

議

較

器

開

議

幽

置

ぬ
山

…
治
し
て
も
ら
う
た
め
、
土
の
団
子
を

機

臨

機

蹴

眠

駅

臨

翻

開

撒

繍

糊

欄

舗

で

…
作
っ
て
願
を
か
け
る
。
治
る
と
米
の

wd欝
離
割
譲
麟
盤
丘

一
団
子
を
供
え
て
お
礼
参
り
を
し
た
と

:

ト

岳

町

一

℃

鍛

幽

主

¥

陸

舗

期

繍

題

一

…
い
う
嗣
で
、
今
も
狩
場
と
東
谷
小
学

総

政

府

私

鍬

機

欝

錨

魁

耕

髄

腿

鶴

翻

僻

臨

調

髄

一
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吋…回日時
総日銭
湯
一憲
一
瞬
寝
袋
路

同
人
権
作
文

一
生
懸
命

生
き
て
い
る
か
ら

川
内
中
学
校
一
年

渡

部

紀

子

今
、
自
分
が
一
生
懸
命
生
き
て
い

る
と
、
感
じ
た
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ

う
か
。
私
は
、
身
体
障
害
者
で
あ
る

池
上
昇
さ
ん
か
ら
、
生
き
る
と
い
う

す
ば
ら
し
さ
を
学
び
ま
し
た
。

人
間
と
い
う
の
は
、
一
人
で
は
何

も
で
き
ま
せ
ん
。
親
か
ら
生
ま
れ
、

た
く
さ
ん
の
人
と
知
り
合
い
、
結
婚

を
し
て
、
ま
た
子
孫
を
ふ
や
し
て
い

き
ま
す
。
そ
の
中
で
自
分

一
人
で
で

き
る
こ
と
が
ど
の
く
ら
い
あ
る
で

し
ょ
う
か
。
私
は
友
達
と
助
け
合
い
、

家
族
と
生
活
し
て
い
る
中
で
ふ
と
、

「も
し
自
分
一
人
に
な
っ
て
し
ま
っ

たら・・・・・
・。」

と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な

こ
と
あ
り
え
な
い
と
思
っ
て
い
る
方

も
多
い
で
し
ょ
う
が
、
も
し
本
当
に

そ
う
い
う
こ
と
が
起
き
た
ら
、
周
り

の
人
の
愛
情
が
ど
れ
ほ
ど
必
要
で
あ

る
の
か
分
か
る
と
思
い
ま
す
。

池
上
さ
ん
は
、
体
が
不
自
由
な
人

で
す
が
、
毎
日
習
字
を
書
き
つ
づ
け

て
い
ま
す
。

「
闘
魂
」

池
上
さ
ん
は
、
こ
の
字
を
右
足
で
書

き
つ
づ
っ
て
い
ま
す
が
、
人

一
倍
苦

し
い
思
い
を
し
て
生
き
て
い
る
池
上

さ
ん
の
笑
顔
は
、
忘
れ
ら
れ
な
い
く

ら
い
ス
テ
キ
に
光
っ
て
い
ま
し
た
。

ひ
た
す
ら
習
字
を
書
き
つ
づ
け
る
池

上
さ
ん
の
姿
は
、

「生
き
る
」
と
い

う
意
志
を
強
く
訴
え
て
い
ま
し
た
。

そ
の
力
強
さ
に
は
、
何
不
自
由
な
い

私
た
ち
も
、
と
う
て
い
か
な
わ
な
い

く
ら
い
の
自
信
を
も
っ
て
い
る
よ
う

で
し
た
。

そ
れ
は
、
私
た
ち
が
池
上
さ
ん
に

負
け
て
い
る
か
ら
で
す
。
字
の
美
し

さ
だ
け
で
は
な
く
、
池
上
さ
ん
の
美

し
く
、
か
っ
た
く
ま
し
い
心
に
負
け

て
い
る
の
で
す
。
池
上
さ
ん
の
生
き

る
希
望
と
、
そ
れ
を
包
む
周
り
の
人

の
愛
情
が
、
池
上
さ
ん
を
大
き
く
す

る
の
で
す
。
私
は
、
こ
の
よ
う
な
池

上
さ
ん
を
と
て
も
尊
敬
し
ま
す
。
私

は
、
そ
う
い
う
人
に
対
し
て
、
生
き

る
喜
び
と
見
守
る
あ
た
た
か
さ
が
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

六
月
に
、
第
二
養
護
学
校
の
人
と

交
流
を
行
い
ま
し
た
。
中
学
生
に

な
っ
て
、
は
じ
め
て
の
交
流
活
動
で

し
た
が
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
楽
し
さ

で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
ク
ラ
ブ
や

ゲ

l
ム
な
ど
で
の
交
流
が
、
と
て
も

心
に
残
り
ま
す
。
体
が
不
自
由
な
人

と
は
思
え
な
い
く
ら
い
、
明
る
く
優

し
い
笑
顔
が
い
つ
も
返
っ
て
来
て
い

ま
し
た
。
池
上
さ
ん
の
生
き
方
を
勉

強
し
た
後
だ
っ
た
の
で
、
身
体
障
害

の
人
の
気
持
ち
も
、
ず
い
ぶ
ん
と
分
か

り
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
交
流
活
動
が

深
み
の
あ
る
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

お
別
れ
の
時
に
ク
ッ
キ
ー
を
作
り
ま

し
た
。
思
い
が
け
な
か
っ
た
こ
と
と

か
で
、
大
ニ
コ
ニ
コ
で
、
喜
ん
で
い

た
だ
け
た
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ

ん。
誰
だ
っ
て
、

自
分
が
何
か
し
て
誰

か
が
喜
ぶ
顔
を
見
た
ら
、
と
て
も
う

れ
し
く
感
じ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の

理
由
は
、
人
々
が
生
活
し
て
い
く
中

で
、
他
の
人
間
と
ふ
れ
合
う
こ
と
を

好
み
、
協
力
し
て
物
事
を
成
功
さ
せ

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
自
覚

と
、
自
立
の
心
が
あ
る
か
ら
だ
と
思

い
ま
す
。

で
も
、
私
た
ち
に
は
一
つ
欠
点
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
私
た
ち
の
身

の
周
り
に
も
、
幾
人
か
の
池
上
さ
ん

の
よ
う
な
身
体
障
害
者
を
見
か
け
ま

す
。
と
こ
ろ
が
、
交
流
な
ど
の
場
以

外
で
は
、
声
を
か
け
る
の
が
む
ず
か

し
い
こ
と
で
す
。
勇
気
が
な
い
の

で
、
ほ
ん
の
さ
さ
い
な
こ
と
で
も
言

い
出
し
に
く
い
の
で
す
。
そ
ん
な
と

き
私
は
、

「
私
が
、
身
体
障
害
者
だ
っ
た
ら
、

今
、
何
を
し
て
ほ
し
い
の
、
だ
ろ
う
か
。
」

と
考
え
ま
す
。
だ
っ
て
、
も
し
も
ち

が
っ
た
ふ
う
に
考
え
る
と
、
ね
む
い

人
に
テ
ス
ト
を
や
ら
せ
、
勉
強
し
た

い
人
を
む
り
に
ね
か
す
よ
う
な
も
の

で
す
か
ら
。
相
手
の
気
持
ち
を
知
る

の
は
と
て
も
む
ず
か
し
い
の
で
す
。

私
は
、
こ
れ
か
ら
の
自
分
の
人
生

を
悔
い
の
な
い
よ
う
な
も
の
に
し
、

だ
れ
か
ら
も
愛
さ
れ
る
や
さ
し
い
人

聞
に
な
り
た
い
で
す
。
池
上
さ
ん
や

養
護
学
校
の
人
が
教
え
て
く
れ
た
、

人
と
ふ
れ
合
う
愛
情
を
も
っ
て
大
人

に
な
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

将
来
、
人
を
助
け
る
仕
事
に
つ
き

た
い
で
す
。
そ
れ
と
同
様
に
、
今
ま

で
習
っ
て
き
た
人
間
の
生
き
方
や
人

と
の
ふ
れ
合
い
、
そ
し
て
、
私
自
身

の
生
き
方
を
子
供
に
伝
え
て
い
け
る

大
人
に
な
り
た
い
で
す
。

「
一
人
は
み
ん
な
の
た
め
に
、
み
ん

な
は
一
人
の
た
め
に
。
」

そ
う
い
う
生
き
方
に
挑
戦
し
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

人
権
を
守
ろ
う
と
い
う
と
ら
え
方

も
あ
る
け
れ
ど
、
そ
れ
以
上
に
、
た

く
さ
ん
の
人
と
の
ふ
れ
合
い
、
よ
い

町
や
環
境
作
り
、
そ
し
て
何
よ
り

も
、
自
分
を
き
た
え
、
人
間
同
士
の

深
め
合
い
を
大
切
に
す
る
こ
と
が

一

番
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
自
分
が
一
生
懸
命
生

き
て
い
る
か
ど
う
か
の
答
が
出
て
く

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ

を
見
付
け
ら
れ
た
ら
心
の
奥
底
か
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ら
、
生
き
る
喜
び
と
生
き
る
す
ば
ら

し
さ
が
分
か
る
は
ず
で
す
。
そ
れ
は

一
生
懸
命
に
生
き
て
い
る
か
ら
な
の

で
す
。
同
和
教
育
に
関
す
る

意
識
調
査

教
育
委
員
会
事
務
局

先
月
号
に
ひ
き
つ
づ
き
、
同
和
教

育
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

間
三
川
内
町
で
実
施
し
て
い
る
同

和
教
育
懇
談
会
に
つ
い
て
ど
う
思

い
ま
す
か
。

ペルシャ湾掃海派遣隊員
帰還歓迎会開催される

土谷出身の河淵ー海尉謝辞のべる

階層
現状で もっと オつカ、ら
よい やるべきだ 屯ごし、

A 20代 16.3% 14.0% 69.7% 

B 30代 47.6% 。% 52.4% 

C 40代 56.8% 。% 43.2% 

D 50代 60.0% 2.0% 38.0% 

E 60代 47.2% 7.5% 45.3% 

F 70代 50.8% 10.2% 39.0% 

G 平均 47.1% 5.8% 47.1% 

一

全
体
の
五
十
一
二
%
の
人
が
「
現
状

で
よ
い
」
と
か
「
も
っ
と
や
る
べ
き

だ
」
と
答
え
て
お
り
、
前
回
の
調
査

結
果
と
ほ
ぽ
同
率
で
す
。

五
十
代
に
は
、
六
十
二
%
の
人
が

積
極
的
で
前
向
き
の
姿
勢
で
取
り
組

ん
で
い
る
と
受
け
止
め
ら
れ
て
い
ま

す。
二
十
代
の
人
は
、
七
十
%
が
わ
か

ら
な
い
と
答
え
積
極
性
に
欠
け
て
い

ま
す
が
、
す
で
に
学
校
で
正
し
い
同

和
教
育
に
つ
い
て
学
習
し
て
い
る
た

め
か
、
地
区
懇
談
会
に
つ
い
て
あ
ま

り
関
心
を
示
さ
な
い
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
ま
す
。

川
内
町
で
実
施
し
て
い
る
地

威
改
善
対
策
事
業
に
つ
い
て
、
ど

間
四う

思
い
ま
す
か
。

階層
現状で もっと オつ力、ら
よい やるべきだ え正し、

A 20代 13.6% 27.3% 59.1% 

B 30代 39.5% 4.7% 55.8% 

C 40代 46.6% 4.6% 48.8% 

D 50代 58.0% 6.0% 36.0% 

E 60代 45.1% 7.8% 47.1% 

F 70代 50.9% 7.3% 41.8% 

G 平均 43.0% 9.4% 47.6% 

全
体
で
五
十
三
%
の
人
が
賛
成
し

て
い
ま
す
。
前
回
の
調
査
結
果
十
九

%
か
ら
み
る
と
、
大
変
な
意
識
の
変

容
が
見
ら
れ
ま
す
。

12月1日(日)自衛隊の協力団体である防衛協会、父兄

会、隊友会の主催により、ペルシャ湾掃海派遣部隊に

参加された県内出身隊員の帰還歓迎会が 「いよてっそ

ごう」で行われ、関係者約250名が参加、地元川内町

土谷出身の河淵登亀雄一等海尉もご家族の方と出席さ

れました。

この歓迎会は、ペルシャ湾の安全航行の確保を目的

に派遣された県内出身隊員に対し、感謝とその労をね

ぎらうため行われたものです。

式典では、隊員及び家族の紹介、記念品、花束の贈

呈、主催者代表の防衛協会桝国会長のあいさつをはじ

め来賓多数からお礼と祝辞がのべられ、 「さくしま」

の掃海長として重要な任務を全うされた地元の河淵一

尉が県内出身隊員18名を代表して長い航海での各地の

状況や、掃海作業等について報告したあと参加者に対

し謝辞をのべられました。

懇親会では、川内町父兄会の大石支部長はじめ多数

の方々が河淵一尉を囲み和やかに歓談し盛会のうちに

閉会しました。

なお、今回の掃海艇記念ビデオを貸出ししますので

希望される方は、役場総務課まで申し出て下さい。

現
在
は
、
同
和
地
区
だ
け
で
な

く
、
周
辺
地
区
と
一
体
と
な
っ
た
対

策
事
業
実
施
が
な
さ
れ
て
い
る
た

め
、
理
解
度
が
高
い
と
思
い
ま
す
。

特
に
、
五
十
代
の
人
は
、
対
策
事
業

に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
よ

う
で
す
。

関
鵜
開
題
意
識
親
蛮
弱
ま
と
め

各
公
民
館
別
、
各
行
政
区
別
懇
談

会
は
、
昭
和
五
十

一
年
七
月
か
ら
始

め
ら
れ
、
今
年
で
十
六
年
目
に
な
り

ま
す
。
回
を
重
ね
る
ご
と
に
町
民
の

方
々
の
ご
理
解
を
得
、
多
い
方
は
毎

回
参
加
、
特
に
五
十
代
の
方
は
出
席

も
よ
く
懇
談
に
協
力
す
る
な
ど
、
差

別
解
消
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
、
地
区
懇
談
会
に
全
員
参

加
す
る
た
め
の
呼
び
か
け
、
そ
し
て

国
民
的
課
題
と
い
わ
れ
る
同
和
問
題

の
一
日
も
早
い
完
全
解
消
が
、
大
き

な
課
題
と
一
言
え
ま
し
ょ
う
。

一
人
の
百
歩
よ
り
、
百
人
の
一
歩

を
合
言
葉
に
、
み
ん
な
で
と
り
く
む

あ
た
た
か
い
同
和
教
育
を
推
進
し
ま

し
ょ
う
。
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年末年始の犯揮と事故防止

空き巣狙いやスリ、交通事故に遭わないために

気を引き締めて、ゅにスキをつくらない
家を空けることも、また、お金を持ち歩くことも

多くなる気ぜわしい年末年始、この時期を狙った犯

罪が多発します。空き巣狙いやスリなどの“稼ぎど

き"といっても L、いでしょう。また、忘年全や新年

会などでお酒を飲む機会が増えることから、飲酒運

転な Eによる交通事故が増えるのもこの時期です。

これらの犯罪や交通事故の発生は、ちょっとした

心のスキや緩みによるもの。気を引き締めて

一年を締めくくり、新年を過ごしましょう 0

2外出前やおやすみ前にはカギの確認を
住宅での被害で一番多いのが、空き巣狙い

と忍び込みです。これらの犯罪は、窓やドア

の開けっぱなしゃカギのかけ忘れから起きて

います。

砂外出前やおやすみ前には、必ずカギをかけ

たかどうかの確認、を。

砂帰省や旅行などでしばらく家を空けるとき

は、新聞な Eの配達を一時中止するようにしまし

ょフ。

砂犯人の狙いは現金や貴重品です。多額の現金や貴

重品を家に置かないようにしましょう。

Eお金の持ち歩きには特に注意
銀行な E、金融機関の行き帰りを路上などで狙う、

強盗やスリ、ひったくりが多くなります。

砂金融機関などで大金を出し入れするときは、二人

以上て行動するか、車を利用し、途中で寄り道を

せずに真っすぐ帰りましょう。

砂H音い道や人通りの少ない道の一人歩きは特に危険。

砂自動車やオートパイによるひったくりから身を守

るため、道路を歩(とき、ハンドパックなどは車

道と反対側の子に持つようにしましょう。

t車を離れる際には必ずキーを抜いて
自動車やオートパイ、自転車な Eの盗難が、

年々増えています。少しの間だから…・・とい

うときでも必ずキーを抜いて、 ドアをロック

してから車を離れましょう。盗難自動車の約

7害IJは、キーの抜き忘れが原因です。

また、オートパイや白転車を{予めるときは、

チェーン錠なE、補助のカギをかけることが
大切です o

t飲んだら乗るな、乗るなら飲むな
年末年始は、ぉj商を飲む機会も多くなります。こ

の時期、「飲んだら乗るな、乗るなら飲むな」を徹底

しましょう。

また、車を運転する人に対しては、ぉj酉を勧めな

いようにしましょう。
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婦
人
会だ
よ
mv

+T 
複
十
字
シ

l
ル

「
え
っ
、
結
核
予
防
の
会
・
:
。
今
ど

き
結
核
で
す
っ
て
?
」

と
い
う
気
持
ち
で
、
去
る
十
一
月
十

八
日
と
十
九
日
。
中
・
四
園
地
区
結

核
予
防
婦
人
団
体
研
修
会
に
参
加
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

今
ま
で
私
は
、
癌
と
い
う
病
気
の

事
ば
か
り
を
考
え
、
結
核
に
つ
い
て

1月10日は
r110番の日』

の
意
識
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
で
も
、
こ
の
研
修
会
に
参
加
し

て
、
結
核
の
こ
わ
さ
を
思
い
知
ら
さ

れ
ま
し
た
。

f

平
成
二
年
度
中
に
、
愛
媛
県
で
結

核
と
診
断
さ
れ
た
人
(
新
規
登
録
患

者
数
)
は
、
六
百
六
十
二
名
も
あ
り

ま
す
。
年
齢
別
で
は
、
若
い
人
に
は

殆
ど
な
く
、
六
十
歳
以
上
の
新
発
生

が
四
百
三
十
二
名
。
全
体
の
六
十
五

パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
よ
う
で

す。
若
い
時
の
病
菌
が
生
き
て
い
て
、

体
力
の
弱
っ
た
高
年
齢
に
な
っ
て
発

病
す
る
の
だ
そ
う
で
す
。

「
長
引
く
咳
は
赤
信
号
。
中
・
高
年

安心を支えるあなたの110番

110番5つのポイン卜

①何があったか

② いつ、どこで、目標は

③事件のあらましは

④犯人の人相、特徴、逃げた方向は

⑤ あなたの住所、氏名、電話番号は

すばやくあなたの110番

相談電話もどうぞ

悩み事・困り事・要望・意見などは

「第二110番J0120 -31 -9110へ
身障者の方はFAX可。

松山東警察署

で
三
年
間
も
検
診
無
け
れ
ば
な
お
危

険。」
と
も
、
教
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。

お
年
寄
り
の
い
る
家
庭
で
は
、
咳

の
長
引
き
、
特
に
「
た
ん
」
が
二
週

間
も
続
く
と
、
医
者
へ
行
っ
て
結
核

の
検
査
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
と

も
、
お
っ
し
ゃ
ら
れ
ま
し
た
。

癌
に
比
べ
、
結
核
患
者
は
数
こ
そ

少
な
い
が
、
結
核
は
伝
染
病
で
す
。

発
病
し
て
も
本
人
や
医
者
が
結
核
と

気
づ
か
な
い
で
い
る
か
ら
、
治
療
を

始
め
る
ま
で
に
、
伝
染
す
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。
気
が
付
い
た
時
に
は
、

肺
に
空
洞
が
で
き
穴
が
大
き
く
む
し

ば
ま
れ
て
い
る
事
さ
え
あ
る
と
か
。

今
ど
き
、
結
核
な
ど
・
:
と
、
お
ろ

か
な
考
え
方
は
、
高
年
齢
に
達
す
る

に
つ
れ
て
捨
て
る
べ
き
だ
と
知
り
ま

し
た
。な
お
、
発
展
途
上
国
で
の
結
核
の

数
は
膨
大
で
す
。
世
界
で
は
、
毎
年

三
百
万
人
が
死
亡
。
八
百
万
人
の
新

患
者
が
発
生
し
て
い
る
と
か
。
そ
の

う
ち
の
九
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
発
展

途
上
国
の
患
者
だ
そ
う
で
す
。

来
年
は
、
世
界
結
核
予
防
年
と
も

聞
き
ま
し
た
。

世
界
の
婦
人
が
手
を
取
り

合
っ
て
、
シ
ー
ル
で
築
こ
う
平

和
で
健
康
な
社
会

を
合
言
葉
に
、
共
に
生
き
よ
う
と
す

る
の
が
複
十
字
シ

1
ル
運
動
で
す
。

今
年
も
、
こ
の
大
切
な
シ

l
ル
運

動
の
募
金
に
ご
協
力
を
頂
き
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
シ
ー
ル

は
、
買
っ
て
い
た
だ
い
た
の
で
は
な
く
、

募
金
下
さ
っ
た
領
収
書
が
わ
り
で
す
。

こ
の
シ

l
ル
運
動
は
、
結
核
や
肺

ガ
ン
、
そ
の
他
の
胸
の
病
気
を
無
く

す
る
た
め
の
世
界
共
通
の
活
動
で

す
。
す
で
に
、
八
十
七
年
の
歴
史
を

も
っ
て
お
り
、
募
金
目
標
額
は
六
億

円
。
二
十

一
世
紀
ま
で
に
、
結
核
患

者
を
半
分
に
減
ら
そ
う
と
頑
張
っ
て

い
る
も
の
で
す
。

シ
ー
ル
は
、
手
紙
や
包
装
の
封
印

に
。
ま
た
賀
状
・
暑
中
見
舞
状
等
の

は
が
き
の
文
面
に
貼
っ
て
、
友
人
・

知
人
に
健
康
を
願
う
心
を
伝
え
る
よ

う
に
使
っ
て
下
さ
い
。

健
康
で
明
る
く
幸
福
な
世
界
づ
く

り
の
た
め
に
、
世
界
の
婦
人
が
手
を
取

り
合
っ
て
共
に
進
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

今
後
と
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

き
れ
い
な
水
に
(
そ
の
二
〉

台
所
の
雑
排
水
を
一
人
一
人

が
、
ち
ょ
っ
と
気
を
つ
け
ま
し
ょ

〉つ。-
十
月
号
で
油
を
流
さ
な
い
で
紙

に
し
み
込
ま
せ
て
燃
す
よ
う
に
と

書
き
ま
し
た
が
、
そ
の
紙
は
、
古

い
電
話
帳
を
使
う
と
便
利
で
す
0

・
台
所
用
洗
剤
の
使
用
は
、
な
る

べ
く
控
え
ま
し
ょ
う
。
そ
う
し
て

お
湯
や
少
量
の
塩
な
ど
を
利
用
し

て
洗
う
と
、
よ
く
落
ち
ま
す
0

・
流
し
に
は
、
目
の
細
か
い
網
・

ろ
紙
・
新
聞
紙
・
使
い
古
し
の
ス

ト
ッ
キ
ン
グ
を
五
つ
に
切
る
な
ど

工
夫
し
て
、
ろ
過
し
て
か
ら
排
水

し
た
い
も
の
で
す
。
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税
の
おはなし

財
産
を
も
ら
っ
た
と
き
は

個
人
か
ら
財
産
を
も
ら
っ
た
と
き

に
は
、
も
ら
っ
た
人
に
贈
与
税
が
か

か
り
ま
す
。

な
お
、
会
社
な
ど
の
法
人
か
ら
財

申込受付中

のご案内

国民金融公庫では、入学時に必要な費用

だけでなく在学中の費用についてもご利用

いただける「国の教育ローン」の申込を受

付しております。お気軽にご相談くださ

し当。

「国の教育ローンJ

産
を
も
ら
っ
た
と
き
に
は
、
贈
与
税

は
か
か
り
ま
せ
ん
が
、
一
時
所
得
と

し
て
所
得
税
が
か
か
り
ま
す
。

〔
贈
与
税
の
か
か
る
財
産
〕

個
人
か
ら
も
ら
っ
た
現
金
、
預
貯

金
、
有
価
証
券
、
土
地
、
家
屋
、
事

業
(
農
業
)
用
財
産
、
貴
金
属
、
宝

石
、
美
術
品
な
ど
す
べ
て
の
財
産
が

贈
与
税
の
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
個
人
か
ら
著
し
く
低
い

価
額
で
財
産
を
譲
り
受
け
た
場
合
や

債
務
を
免
除
し
て
も
ら
っ
た
り
肩
代

わ
り
し
て
も
ら
っ
た
場
合
な
ど
、
経

済
的
な
利
益
を
受
け
た
と
き
も
実
質

的
に
贈
与
を
受
け
た
こ
と
に
な
り
ま

す
か
ら
、
贈
与
税
の
課
税
対
象
と
な

ご融資金額 学生・生徒お一人につき

150万円以内
(在学中の費用は50万円以内)

対象校 高校・短大・大学・専修学校

各種学校等

手リ 率 年6.9%

ご返済期間 5年以内(ただし、惇業年限4年以上は6年以内)

国民金融公庫松山支庖

fi0899 (41) 6148 
担当教育ローン係

お問い合せ先

EE冨翠書調E
贈与額100万円の場合
100万円一切万円(基礎控除) =40万円(課税価格)
40万円X10%(税率)= 4万円(贈与税額)
贈与額500万円の場合
500万円-60万円(基礎控除) =440万円(課税価格)
440万円X40%(税率)←-63万5千円(控除額)

=112万5千円(贈与税額)

例 1

例2

贈与額1，000万円の場合
1，000万円-60万円(基礎控除)ニ940万円(課税価格)
940万円X50%(税率)ー133万5千円(控除額)

=336万5千円(贈与税額)

例3

り
ま
す
。

な
お
、
親
子
や
夫
婦
な
ど
特
別
な

関
係
に
あ
る
人
と
の
聞
の
金
銭
の
貸

借
に
は
、
そ
の
返
済
に
つ
い
て
「
あ

る
時
払
い
の
催
促
な
し
」
と
か
「
出

世
払
い
」
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
、
形
式
的
に
は
金
銭

の
貸
借
に
な
っ
て
い
て
も
、
実
質
的
に

贈
与
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
も

贈
与
税
の
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

. 
e 

o 
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入居者募集

一
、
申
込
受
付
期
間

平
成
四
年
二
月
十

二
日
制
か
ら
二
月
十

八
日
制
ま
で
〔
土
日

曜
日
を
除
く
〕
の
八

時
三
十
分
か
ら
十
七

時
ま
で

二
、
受
付
場
所

ω城
北
・
城
西
地

区
、
城
東
地
区
、

城
南
地
区

松
山
市
北
持
田
町

一
三
一
一

松
山
地
方
局
建
設
部
建
築
指

導
課
県
営
住
宅
係

T
E
L
四
一
|
一
一
一
一

内
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四

四
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地
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伊
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市
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松
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地
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伊
予
土
木
事
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所

T
E
L
八
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二

O
五

三
、
抽
選
日
時

平
成
四
年
三
月
三
日
例

十
三
時
三
十
分
か
ら

四
、
募
集
団
地

域
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・
城
西
地
区

松
風
・
松
翠
・
朝
美
・
梅
津

寺
・
潮
見
・
鹿
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・
中
須
賀

城
東
地
区

溝
辺
・
梅
の
本
・

天
神
・
牛
淵
・
吟

松
・
久
米
・
三
町

城
南
地
区

石
井
・
森
松
・
砥

部
伊
予
地
区

新
川



金年

あれこれ

六
十
五
歳
に

な
っ
た
と
き
の

届

出

は

1月健康センターだより

(センター)健康教育8日019

(センター)

ファミリー健康相談(前松瀬川公民館)

歯科検診 (センター)

(センター)

こころの健康相談

成人健康相談

栄養学級

10日働

14日ω
16日休)

17日幽

(センター)

ファミリー健康相談(南方東部公民館)

21日ω

平
成
三
年
四
月
以
降
、
本
格
的
な

老
齢
基
礎
年
金
の
支
給
が
始
ま
り
ま

し
た
。大
正
十
五
年
四
月
二
日
以
後
の
生

ま
れ
の
方
で
、
昭
和
六
十
一
年
四
月

以
降
に
、
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年

金
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
方
は
、

六
十
五
歳
に
な
る
と
、
こ
の
年
金
の

受
給
権
が
な
く
な
り
、
新
た
に
老
齢

基
礎
年
金
と
老
齢
厚
生
年
金
を
〉
づ
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
の
手
続
き
と
し
て
、
「
国

民
年
金
・
厚
生
年
金
保
険
老
齢
給
付

裁
定
請
求
書
」
を
提
出
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
必
要
で
す
。

(海上・海上会堂)

(九騎・渡部園久氏宅)

滑川健康相談

M 

23日附

24日働

11 

(生活改善センター)成人健康相談

育児相談

// 

(センター)

(センター)1歳6カ月児健康診査

27日伺)

30日関

(センター)

(センター)

MMR予防接種

3歳児健康診査

11 

31日幽

毎月曜日

毎水曜日 (センター)

母子手帳交付・妊婦健康相談

不用犬買い上げ

健康相談・栄養相談

裁
定
請
求
は
、
受
給
者
の
方
々
が

簡
単
な
手
続
き
で
済
む
よ
う
に
と
、

毎
月
誕
生
月
に
提
出
し
て
い
る
ハ
ガ

キ
形
式
に
よ
る
現
況
届
と
同
様
の
方

法
で
行
う
こ
と
じ
な
り
ま
す
。

こ
の
ハ
ガ
キ
は
、
六
十
五
歳
の
誕

生
月
の
前
月
末
に
、
社
会
保
険
業
務

セ
ン
タ
ー
か
ら
送
ら
れ
て
き
ま
す
の

で
、
同
封
さ
れ
て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
よ
く
読
ん
で
必
要
な
事
項
を
記

入
、
押
印
し
、
市
町
村
長
の
証
明
を

受
け
、
誕
生
月
の
末
日
ま
で
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

(センター)

機能回復訓練事業(ガリラヤ荘)

76-ー7811

64-2200 

中川外科・内科(南梅本町)

西野内科クリニック(牛測)

当番医

1日附

2日同

64-1188 

76--1788 

重信クリニック(志津川)

永山内科(北梅本町)

3日幽

5日(日)

75-0091 宮内病院(北梅本町)12日(日)

75-2232 

国立療養所愛媛病院(横河原)64-2411 

渡部内科(南梅本町)15日附

19日(日)

戸

籍

敬
称
略
)

の

(
十
一
月
分
受
付

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

64-1234 

天 氷 高 上 惣 板 茶 天 横 住
田 灘

不フk木

谷 団
神 野 木 砂 下 戸 堂 神 地 所

近
，子i寸.
黒 山 野 j賓 花 片 回 井

保
和

藤 JlI 国 崎 中 崎 山 岡 中 筒
護

久 真 賢 正 謙 稔

良 正 刀三 博 道 吾 喜 賓 哲
者

長 長 長 長 長 続

男 女 男 男 男 女 男 女 男 男 柄

一 真 1~ 友 理 期 磨 祐 勇 名
香 太

音 央 資 介 未 希 !!s 太 目リ

3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 生
. . . 年

11 11 11 11 11 11 10 10 10 10 月
. . . . 日

25 15 16 12 8 3 30 27 29 22 生

ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

藤石クリニック(志津川)

井 九 市 ガ 問 保 住
リ

内 フ

ヤ

上 騎 場 荘 屋 免 所

東
井上
ネ申 山 近 大

氏
野 崎 藤 山

建 ア 知 喜 ム 芳
キ 名
子 茂 作 メ ま佳

61 78 69 93 96 73 齢年

山 井 神 山 近 大 世

本 上 野 時
藤
山

疋'"乙1・ 長 知 喜 十真 」成μL 
帯

t恵 τEt Z 茂 作 良日 夫 主

3 3 3 3 3 3 死. . . 亡
11 11 11 10 11 11 年. . . . 月
22 15 9 31 8 4 日

旬
E
ム
1
4
 

26日(日)
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秋
風
に
す
す
き
ゆ
ら
れ
て
き
も
ち
ょ
清
流
に
踊
る
紅
葉
や
能
舞
台

「
!
ー
も
づ
く
吟
社
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|
」
い

文
化
祭
投
句
箱
よ
り
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す
す
き
が
ね
風
に
ゆ
ら
れ
て
お
ど
っ

て
る
か
芝
す
み
に
か
わ
ゆ
く
さ
い
だ
秋
の

!¥ 
フ
赤
と
ん
ぼ
夕
日
に
か
ガ
や
き
と
ん
で

い
る

高
岡
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表
川
吟
社

戸
十
一
月
例
前
ハ
劃
U

考
え
る
人
と
な
り
だ
り
日
向
ぼ
こ

渡

部

束

穂

ち
ぎ
り
総
の
彩
リ
淡
し
小
夜
時
雨

戒
能

約
束
の
橋
の
挟
や
冬
帽
子

干
柿

覇存
り
の
早
し
峡
の松
家田

戸『
邑

野

山
積
の
家
事
万
端
や
年
の
暮
渡
部

紫
に
煙
る
湖
抱
き
山
眠
る堀

内

秋
の
風
も
み
じ
に
と
ま
る
赤
と
ん
ぼ
宏
美

滝
沢

外
見
れ
ば
赤
や
緑
の
も
み
じ
か
な

山
を
見
て
色
と
り
ど
り
の
秋
の
木
々

高
橋

廃
屋
に
さ
ざ
ん
か
咲
き
て
主
を
待
つ

志
保

高
石
ミ
ヤ
子

多
喜

次
生

美
岬

栄
樹

史
子

純
子

明
子

薬
な
る
下
戸
ガ
飲
む
夜
の
玉
子
酒

大
下

五
口
意
ま
た
潰
え
て
年
の
暮
れ
に
け
り

池
}II 

近
藤
ス
ズ
子

団
ら
ん
の
色
良
き
柿
の
甘
さ
か
な

宮
本

一
月
例
A
E
ご
案
内

一
月
十

一
∞
午
後
七
時
三
十
分

中
央
公
民
館
第
三
会
議
室

題

①

日

の

出

②

新

③

梅

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

『
K
E
回
F

. 
9 車

典
子

鯛
谷

八
重

一一

i
l
i
l
-
!
!
!
1
1
1
1
1
1
1
!
J
i
l
l
J

T
I
lt
t

し
た
り
、
信
の
葉
に
つ
つ
ん
だ
ア

一

f建
議

醤

メ

を

入

れ

て

ア

メ

雑

煮

に

し

た

り

、

一

同

川

誠

蹴

汁

な

し

の

雑

煮

が

あ

っ

た

り

と

、

一

』
1

4

・

変

わ

っ

た

風

習

も

あ

り

ま

す

。

一

お
宅
の
雑
煮
に
つ
い
て
お
聞
き
昔
は
正
月
に
、
雑
煮
の
も
ち
を
、

一

し
ま
す
。
も
ち
は
丸
も
ち
で
す
か
、
年
の
数
だ
け
食
べ
る
の
を
楽
し
み

一

切
り
も
ち
で
す
か
。
も
ち
は
焼
い
に
し
て
い
た
子
ど
も
も
い
ま
し
た
。一

て
お
雑
煮
に
し
ま
す
か
、
ゆ
で
ま
い
ま
は
、
ほ
か
に
も
ご
ち
そ
う
が

…

す

か

。

あ

る

の

で

、

そ

う

い

う

子

ど

も

は

一

v

雑
煮
の
汁
は
み
そ
仕
立
て
で
す
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
正
月
に

一

一

か
、
す
ま
し
汁
で
す
か
。
汁
の
だ
雑
煮
を
食
べ
て
祝
う
楽
し
み
は
変

一

一

し
は
、
か
つ
お
節
や
化
学
調

.

.

.

 わ
り
ま
せ
ん
。

一

味
料
な
ど
で
す
か
、
そ
れ
と
圃
・
圃
圃
一
月
は
、
成
人
式
の
月
で

一

も
決
ま
っ
た
も
の
(
ア
ワ
ビ
、
ヨ
圃
・
も
あ
り
ま
す
。
成
人
名
に

一

ナ
マ
コ
、
工
ビ
、
ト
ビ
ウ
オ
、

d
-・
献
血
を
と
い
う
の
で
、
一
月

一

タ
コ
な
ど
の
干
し
た
も
の
な

h
圃
・
・
・
十
三
日

l
二
月
十
二
日
ま
で
、

一

ど
)
で
す
か
。
も
し
か
し
た
話
.

.

 
「
は
た
ち
の
献
血
キ
ャ
ン
ぺ

一

ら
、
こ
れ
ら
の
ど
れ
で
も
な
・
・
・
圃
!
ン
」
が
行
わ
れ
ま
ーす
。
冬

一

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

-
E
E
場
は
寒
さ
の
影
響
で
、
献
血

一

正
月
に
雑
煮
を
食
べ
る
風
習
は
、
者
が
減
少
し
ま
す
c

新
成
人
ば
か

一

ほ
と
ん
ど
全
国
に
あ
り
ま
す
。
ど
り
で
な
く
、
み
ん
な
で
献
血
に

一

ち
ら
か
と
い
う
と
、
東
日
本
で
は
力
し
た
い
も
の
で
す
。

…

切
り
も
ち
を
焼
い
て
、
す
ま
し
汁

)
i
j
h
F
¥

一

に
入
れ
て
雑
煮
に
し
、
西
日
本
で

お

d割
丹

ノ

一

は
、
丸
も
ち
を
焼
か
ず
に
み
そ
仕

民

三

凶

杭

X
R
一

立
て
が
多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

引
引
判
手
市
民
斗
/!

日

、

一

と
は
い
っ
て
も
~
地
域
に
よ
り
家

伽

定

討

議

d
A
…

に

よ

っ

て

、

そ

の

作

り

方

は

ま

ち

吋

到

3
7
i五
回

一

ま
ち
で
す

。

長

沼

~

戸

.

正
月
三
が
日
を
す
ま
し
汁
、
み
町
、
、
〆
パ
ド

h

l
J
、

12-


